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「進路について」
～進路指導と高校入試について～

Ⅰ 進路指導について

１ 若年者の就労にかかわる問題

() 若年層失業率について（２００５年 総務省統計局 「労働力調査 ）1 」

失業率 「１５歳～１９歳」 １０．２％

「２０歳～２４歳」 ８．４％

「２５歳～２９歳」 ６．２％ ※ 各層の平均 ４．４％

() 離職率について（２００４年 厚生労働省）2
就職して３年以内の離職 「中学校卒」 ７割

「高 校 卒」 ５割 「七五三現象」

「大 学 卒」 ３割

学校から社会の接続がうまく図られていない

() 新卒無業者（就職先未決定者）について3
高校卒 ２００２年 １０％ → ２００５年 ５．７％ 減少傾向

大学卒 ２００２年 ２０％超 → ２００５年 １４．７％ 減少傾向

減少傾向だが、人数にすると 高校卒 ６万６０００人

大学卒 ８万２０００人

() フリーター、ニートについて（厚生労働省）4

「フリーター」

１９８２年 ５０万人

２００３年 ２１７万人 ２００４年 ２１４万人 ２００５年 ２０１万人

やや減少傾向

「ニート （ 、 ）」 Not in Education Employment or Training
働きもせず、教育も訓練も受けていない人

６４万人 （ 歳～ 歳まで）15 34

() 離職理由（厚生労働省委託調査 若年者の職業生活に関する実態調査）5
「入社１年以内に離職した正社員の離職理由」の第３位 → 「人間関係」

２８．３％

「進路指導」から「キャリア教育」( 中教審答申)1999
↓

育成すべき４つの能力領域

（ ）人間関係形成能力・情報活用能力・将来設計能力・意志決定能力
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２ 本校の進路指導

○ 進路指導のテーマ

① 自分の個性を生かしながら、生きがいを持って進路の実現を図ろうとする生徒の育

成に務める。

② キャリア教育の趣旨をふまえた進路指導を推進する。

○ 学年別進路指導の目標

()第１学年 進路について関心を持ち自己についての理解を深める1
ア 中学校生活に適応し自己の能力・適性について理解し、将来の進路について関心を高め
自己を知ることの必要性を認識させる。

イ 将来の展望より確かなものにするために、自己の学習活動の関連において、進んで進路
計画を立てさせ、進んで相談する態度を育てる。

()第２学年 職業や上級学校など進路先についての理解を深める2
ア 職業や上級学校に関する様々な知識や情報から、自己の生きる道について考えさせる。
イ 自己分析を深めさせるとともに自分を生かす道について考えさせる。

()第３学年3
ア 自己を総合的に理解し、将来のあり方を考え、進路の選択決定が具体的になるようにさ
せる。
イ 志望実現の意欲を向上させ、目標実現のために努力する態度を育てる。
ウ 将来の生活に正しく適応できる能力を養わせる。

Ⅱ 進路の選択と決定に向けて

進路決定の基本的な考え方

「進路を選択する」ことは「自分の生き方」を決めていくこと。自己決定、自己責任

において、進路選択をさせていくことに意味がある。自分で道を切り開き、よりよい人

生を築き上げていくためのステップととらえる。

＜人生設計の視点から＞

① 将来、自分はどんな生き方をしたいのか。

② 将来、自分はどんなことに生きがいを求めるのか。

③ 将来、自分はどんな職業につきたいのか。

④ 将来、自分はどんな家庭を築きたいのか。

＜ 自 己 理 解 ＞ ＜進路情報の収集＞

① 自分自身をよく見つめ、自分 ① これからの社会では、どんな人

知る。( ･ ･ ･ ･ ) が期待されているのか。特技 適性 興味 関心 学力

② 人生経験が豊富な周りの人の意見 （情報化・国際化など）

を参考にする。( ･ ･ ･ ) ② 志望高校についての情報父母 兄姉 親戚 先輩など

③ 先生の意見を聞く。 ・ 本年度の鹿児島学区の進路希

( ･ ･ ） 望状況担任 教科担任 部活動の顧問など

・ これまでの進路状況

校風 学科 授業内容 卒業後の進路など・ ･ ･ ･

③ 受験手続きに関する情報

受験までの手続き 試験科目など・ ･

進 路 の 選 択 ・ 決 定



- 3 -

Ⅲ 高校入試に関して

１ 高等学校の種類

違い 種類

授業日数や時刻の違いによる 全日制・・・・・昼間・・・・・３年間

もの 定時制・・・・・夜間・昼間・・・・・３年間以上

単位制・・・・・昼間・・・・・３年間及びそれ以上

その他 通信制

設置者の違いによるもの 国立・・・・・国が設置している学校

公立・・・・・地方自治体が設置している学校

私立・・・・・学校法人が設置している学校

２ 私立高校と公立高校

私立高校

法人（企業や個人）の予算で運営され、創立にあたって、各学校で教育方針や宗教

関係などに特色を持たせています。設備や学費の違い、設置する学科の違いなどお互

い特徴があります。

公立高校

県立、市立等、地方自治体が設置しているのが公立高校です。

高等専門学校 中学卒業者に工業に関する専門教育をするところで、修業年限

（工業高専） は５年。卒業すれば大学に編入することもできます （鹿児島。

工業高等専門学校）

各種学校 職業、家政、その他の生活知識や職業技術を学ぶ実用的、専門

専修学校 的教育機関。高等学校と技能連携をしていて、高校の卒業資格

を得られる学校もあります。

高等職業技術専 職業に必要な技能や知識を、計画的に、組織的に習得させる施

門校 設です （宮之城高等技術専門校、吹上高等技術専門校）。

３ 入試について

「専願と併願」

専願とは、おもに私立高校について、一校のみを受験する方法のことです。

私立専願

・ 私立高校一校のみを受験します。

私立専願者は併願者よりも合否について配慮されます。また、私立を

専願で合格した場合は、その後、他校を受験できません。

併願

・ 一般には、私立高校と公立高校の二校を受験する場合を言います。
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公立のみを受検

公立高校一校のみを受験します。この場合、公立を一本で受けたからと・

いって、配慮されることはありません。

（ 、 。）公立高校に合格した場合 原則として必ず公立高校に入学しなければなりません

－公立高等学校の手続きについて－

【志願登録】

・ 1月中旬から下旬にかけ登録をする必要がある。したがって、それまでに公立高校

の受検先を決めてもらう。

・ 私立が第一希望の生徒も登録だけはしておく。

・ 登録に費用はかからない。

・ 公立の推薦入試を受ける生徒も、登録を行う。日程的に出願と同時に行う。

・ 普通科以外の学科については、県内どの高校にも登録できるが、鹿児島学区以外

の普通科については、選抜の際は学区外枠が適用される （ ％～ ％）。 5 10

【登録変更】

・ 登録変更は2月中旬頃に行う。

学科併願

2つ以上の学科がある高校で学科に志願順位（第１志望、第２志望）をつ・

けて出願できます。

（昨年度の場合：錦江湾の理数、開陽の福祉・普通、甲陵の人文、松陽の

普通・音楽・美術、鹿児島東の普通・国際教養、鹿児島南の商業・情報処

理、鹿児島商業、鹿女子の商業・情報会計など）

くくり募集

2つ以上の学科をまとめて募集し、1年生では共通の学習をして、2年生か・

ら各学科に分かれて学習する制度

（昨年度の場合：鹿工Ⅰ類・Ⅱ類など）

傾斜配点 ・ 高校が指定する教科の得点を増やし、得意教科や個性を評価する。

（昨年度の場合：甲陵の人文科：国語、社会、英語から最高得点を１教科２

倍、鹿児島東の国際教養は英語を２倍など）

登録変更については、次の制限があるものとする。

（１） 登録変更は、同一人について 回しか認めない。1
（２） 一定枠内の学区外入学志願への登録変更は、一定内枠の学区外入学志願に

より登録した者以外は認めない。

（３） 入学願書提出後は登録変更を認めない。

高等学校への志願者（推薦入学志願者を含む）は、入学志願登録をしなければな

らない。登録は、 人 校 学科に限る。なお、登録をしなかった者は原則として1 1 1
入学願書を提出することができない。
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二次選抜 ・ 第一次入学者選抜の する入合格者が募集定員に満たない学校・学科で実施

試。学力検査は行わず面接、作文等で合格者を決定。ただし次のいずれかに

該当するものとする。

ア 本県の公立高等学校を受験し、合格しなかったもの

イ 本県の公立高校へ出願したが、病気や不慮の事故により、学力検査を受

検できなかったもの

ウ 県外からの保護者の転勤等の理由により。

（ ）私立高校に入学手続きをした者は受検できない。

推薦入試 ・ 学力検査を実施せず、中学校 年間の学習や活動状況、面接、作文等を総3
合して評価する制度です。部活動や生徒会活動など学力検査ではかれない中

学校時代の活動を積極的に評価します。各高校が定めた枠内で実施します。

南中学校の推薦該当者資格（昨年度）

（１） 平成１９年度３月に本校を卒業する見込みの者

（２） 平成１９年度県立学校入学者選抜実施要項の出願資格と出願の要件を満たし

ている生徒

ア 当該学科・コース等を志願する動機や理由が適切であると認められる者。

イ 当該学科・コース等に入学する意志が確実であると認められる者。

ウ 当該学科・コース等に対する適性や及び興味・関心を有する者。

エ 当該学科・コース等の教育を受けるにふさわしい学業成績であること。

オ 生徒会活動、スポーツ活動、文化活動、奉仕作業等の中のいずれかにおいて

優れた資質や実績を有する者又は特定の教科において優れた能力を有する者

（３） 入学を志願する者が校内で定める推薦基準を満たしていること。

① 本校の推薦者として学習面・生活面とも他の模範となり、誰からも信頼さ

れた生徒

② 生徒会活動、スポーツ活動、文化活動、奉仕作業等の中のいずれかにおいて

優れた資質や実績を有する者又は特定の教科において優れた能力を有する者

４ 昨年度の公立高校の一般入試選抜について

。 。① 学力検査は各５教科９０点満点の合計４５０点満点 検査時間は５０分とする

② 調査書の「学習の記録」の点数換算は、４５０点満点とし、学力検査を行う５

教科は、５段階評定を２倍し、学力検査を行わない必修の４教科（音楽、美術、

保健体育、技術・家庭）は５段階判定を２０倍する。

教科名 国語 社会 数学 理科 英語 音楽 美術 保体 技家 総計

９０点 ９０点 ９０点 ９０点 ９０点 450点
学 力

― ― ― ―
検 査

調査書 5点 5点 5点 5点 5点 5点 5点 5点 5点

の5段 ×２ ×２ ×２ ×２ ×２ ×20 ×20 ×20 ×20

階評定 10点 10点 10点 10点 10点 100点 100点 100点 100点 450点

の点数 5段階評定を２倍して、10点満点とす 5段階評定を20倍し、それぞれ 900点

換算 る。 100点満点とする。 満点




